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法政大学出版局　2017年7月10日配本　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判並製・268頁
沓掛 良彦 著 

古代西洋万華鏡 ギリシア・エピグラムにみる人々の生 ISBN978-4-588-35603-2 C0022

★ 公衆浴場への賛歌、酒宴での大失態、かなわぬ恋の恨み言、さらには男女と男同士どちらの性愛のほうが素晴らし
いかをめぐる論争まで、二〇〇〇年前に生きた人々の声を収めた『ギリシア詞華集』──古典詩翻訳の名手がそ
のエッセンスを満載して贈る、軽妙洒脱で楽しい古代ギリシア日常・ガイド。「酒」、「性」、「死」など、六つのテーマ
に沿って、今と変わらぬ人々の生活が赤裸 に々映し出される。 【歴史・文化】

☆関連書：阿刀田高『ホメロスを楽しむために』（新潮社）。

法政大学出版局　2017年7月中旬配本　定価2268円（本体2100円＋税） 四六判上製・182頁
ジル・ドゥルーズ 著／檜垣 立哉・小林 卓也 訳 《叢書・ウニベルシタス1063》

ベルクソニズム  ISBN978-4-588-01063-7 C1310

★★ 哲学史家ドゥルーズの初期代表作。直観や持続、記憶の理論を精査し、差異と多様体の概念を創造することでそ
の後のベルクソン解釈を完全に塗り替えるとともに、ドゥルーズ自身の哲学をも決定づけた古典。潜在性と現勢性
とはいかなる関係にあり、持続の一元論とは何を意味するのか？　長く親しまれた『ベルクソンの哲学』（宇波彰氏
訳）から40年以上を経て、近年の研究動向を取り入れた新訳刊行！ 【哲学】

☆関連書：ドゥルーズ『シネマ１・２』、ローズ『生そのものの政治学』檜垣立哉監訳（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2017年7月中旬配本　定価4104円（本体3800円＋税） A5判並製・382頁
J. ヘンドリー 著／桑山 敬己・堀口 佐知子 訳 

〈増補新版〉 社会人類学入門  ISBN978-4-588-67519-5 C1038

人類学の理論と民族誌をバランスよく配置し、独学でも人類学の世界に飛び込める絶好の入門書。定評ある旧版
（2002年刊行・累計３刷）に、原書第３版（2016年刊）の増補部分を大幅追加して新たに刊行！　イギリス人類学
の最新成果とともに、昨今の観光やフィールドワークの問題を盛り込み、異文化としての日本の民族誌的事例も豊
富に取り上げた本書からは、「いまなぜ人類学が必要か」が明確に見えてくる。 【人類学】

☆関連書：B.バーリン・P.ケイ『基本の色彩語』、R.フォックス『人類学の挑戦』（いずれも小局刊）。
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法政大学出版局　2017年7月上旬配本　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判上製・214頁
コンラート・パウル・リースマン 著／斎藤 成夫・齋藤 直樹 訳 《叢書・ウニベルシタス1061》

反教養の理論 大学改革の錯誤 ISBN978-4-588-01061-3 C1310

★★ 現代オーストリア随一の哲学者が、グローバル化した「知識社会」で経済効率やランキング競争一辺倒になった
ヨーロッパの大学改革を徹底批判し、すでに27刷を重ねた異例のベストセラー。「反教養」に支配され、実学重視
の名のもとに繰り返されてきた場当たり的で空疎な教育改革ではなく、人間性の批判的啓蒙と伝統に根ざした大
学の再生を問う。教員・学生・市民必読の書。 【大学論・教養論】

☆関連書：スローター＆ローズ『アカデミック・キャピタリズムとニュー・エコノミー』、ランシエール『無知な教師』（小局刊）。


